
第２２回 医学物理士認定試験 

マークシート式 物理工学系試験問題 

試験時間 １２：４０ ～ １４：１０  ９０分間 

 

 

注 意 事 項 

 

1. 試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開いてはいけない。 

2. 問題冊子は 1～23 ページまでの 23 ページ、問題は 1～80 までの 80 問である。 

3. 印刷不鮮明、ページの落丁、乱丁及び解答用マークシートの汚れ等に気付いた場合は、

静かに手を挙げて監督員に知らせること。 

4. 各問題には a ～ e までの 5つの選択肢があるので、そのうち質問に適した答えを選び、

マークシートにマークすること。 

（例 1） 

問題 100 県庁所在地はどれか。 

  a. 栃木市 

  b. 川崎市 

  c. 神戸市 

  d. 倉敷市 

  e. 別府市 

正解は「c」であるからマークシート c の欄

をマークする。 

（例 2） 

問題 101 県庁所在地はどれか。2つ選べ。

  a. 宇都宮市 

  b. 川崎市 

  c. 神戸市 

  d. 倉敷市 

  e. 別府市 

正解は「a」と「c」であるからマークシート

aと cの欄をマークする。 

  （例 1）の質問で 2つ以上解答した場合は誤りとする。 

  （例 2）の質問で、1つまたは 3つ以上解答した場合は誤りとする。 

5. マークシートは折り曲げず、メモやチェック等でよごさないよう注意すること。 

6. 試験開始 30 分後から退出可能である。退出する場合はマークシートを伏せて机の上に

置き、問題冊子、荷物を持ち出すこと。退出後試験時間中の再入場はできない。 

以上
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問題 5  M 殻の電子軌道に存在できる最大軌道電子数と最大方位量子数の組合せはどれか。 

a.  (8, 1) 

b.  (8, 2) 

 c. (18, 2) 

d. (18, 3)  

e. (32, 3) 

 

 

問題 6  10 MBq の 222Rn（半減期 3.28×105 s）の標準状態での体積 [m3]はどれか。 

a. 1.8×10-10 

b. 6.0×10-13 

 c. 1.8×10-13 

d. 6.0×10-16 

e. 1.8×10-20  

 

 

問題 7  線量に関する記述について正しいのはどれか。2 つ選べ。 

  a. 吸収線量 D は dε を dm で除した商である。ただし、dε は質量 dm の物質の平均

付与エネルギーである。 

  b. カーマ K は dEtr を dm で除した商である。ただし、dEtr は質量 dm の物質中で荷

電粒子によって放出された非荷電粒子の初期の運動エネルギーの総和である。 

  c. 衝突カーマ col K は放出された荷電粒子の放射損失を含む。 

  d. 媒質中の一点で荷電粒子平衡が成立するならば、その点の吸収線量はカーマに等

しい。 

  e.  照射線量 X は dQ を dm で除した商である。ただし、dQ は質量 dm の空気中で

光子により放出された全陰陽電子が空気中で完全に静止するまでに生じる一符号

のイオン群の全電荷の絶対値である。 
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問題 11  ICRP の 2007 年勧告で新たに組織荷重係数が割り当てられたのはどれか。2つ選

べ。 

  a. 胃 

  b. 脳 

  c. 皮 膚 

  d. 肝 臓 

  e. 唾液腺 

 

 

問題 12  ICRP Publication 103 について誤っているのはどれか。 

  a.  環境の防護に関する項目が追加された。 

  b.  Publication 60 の組織荷重係数の一部が変更された。 

  c.  Publication 60 の放射線荷重係数の一部が変更された。 

  d.  Publication 60 の正当化･最適化の体系は変更されていない。 

  e.  Publication 60 の職業被ばくの線量限度の一部が変更された。 

 

 

問題 13  外部被ばくに対する測定量として 1 センチメートル線量当量が用いられるのは

どれか。2つ選べ。 

  a. 実効線量 

  b. 皮膚の等価線量 

  c. 水晶体の等価線量 

  d. 女性の腹部表面の等価線量 

  e. IVR での患者皮膚線量 

 

 

問題 14  患者の被ばく線量について正しいのはどれか。 

  a. DLP は皮膚の線量から計算される。 

  b. CTDI は MIRD ファントムを用いて測定する。 

  c. 入射表面線量には患者の体からの後方散乱が含まれる。 

  d. 面積線量は患者皮膚表面の照射野と入射表面線量の積である。 

  e. 核医学の内部被ばく評価に用いる単位投与放射能あたりの線量換算係数[mSv/MBq]

の値は ICRP Publication 53 では成人も小児も同じである。 
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問題 19  正しいのはどれか。2つ選べ。 

  a. 放射線発がんは確率的影響に分類される。 

  b. 放射線の確率的影響にはしきい線量が存在する。 

  c. 放射線による皮膚潰瘍は確率的影響に分類される。 

  d. 確定的影響の発生を防止することは放射線防護の目標である。 

  e. 重篤な放射線影響であってもそれが確定的影響であれば回復する。 

 

 

問題 20  自然放射線による被ばくで最も寄与が大きいのはどれか。 

  a. 宇宙からの放射線 

  b. 大地からの放射線 

  c. 建物からの放射線 

  d. 吸入空気中の放射性同位元素からの放射線 

  e. 水や食物などに含まれる放射性同位元素からの放射線 

 

 

問題 21  X 線装置について正しいのはどれか。2 つ選べ。 

  a. X 線管内の陽極の主要な材質は銅である。 

  b. 管電圧を高くするほど実効焦点は大きくなる。 

  c. 回転陽極 X 線管は固定陽極 X 線管より焦点外 X 線の発生が少ない。 

  d. 高電圧発生装置に利用されるインバータは交流電圧を直流に変える。 

  e. 乳房撮影用の装置では付加フィルタで高エネルギーX 線も除去される。 

 

 

問題 22  光導電現象を利用するのはどれか。 

  a. フォトタイマ 

  b. IP (imaging plate) 

  c. I.I. (image intensifier) 

  d. 直接変換方式 FPD (flat panel detector) 

  e. 間接変換方式 FPD (flat panel detector) 
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問題 27  ESR について正しいのはどれか。 

  a. 生体サンプルから年齢を推定できる。 

  b. 放射線の線量測定には利用されない。 

  c. 不対電子を有する化合物は測定できない。 

  d. 超微細分裂の分裂数はその電子と相互作用する核スピンの大きさと数で決まる。 

  e. スピントラップ剤は不要なラジカル種に結合して ESR 信号を消去する薬剤である。 

 

 

問題 28  超音波検査について正しいのはどれか。 

  a. 平凸形音響レンズの内部では音速が速くなる。 

  b. 超音波の受信には圧電逆効果が利用されている。 

  c. 超音波の周波数が高いほど深度到達能が高くなる。 

  d. 圧電素子が薄いほど周波数の高い超音波が得られる。 

  e. 超音波ビーム方向に並んだ 2点の識別能を方位分解能という。 

 

 

問題 29  超音波検査について正しいのはどれか。2つ選べ。 

  a. 微小気泡の振動は常に非線形的である。 

  b. カラードプラにも折り返し現象は生じる。 

  c. サイドローブを積極的に利用した超音波検査法がある。 

  d. 音響レンズには生体より音響インピーダンスの低い物質が使用される。 

  e. ハーモニックイメージングでは超音波ビームの指向性が見かけ上改善する。 

 

 

問題 30  画質および画質評価について正しいのはどれか。 

  a. DQE は出力に対する入力の SNR の 2 乗の比である。 

  b. 粒状性評価には MTF やウィナースペクトルが用いられる。 

  c. 受光系特性曲線の横軸は一般に対数目盛の相対照射線量である。 

  d. 画像濃度が 1 cm 周期で正弦波状に変化する場合の空間周波数は 1 cm である。 

  e. スクリーン・フィルム系の構造モトルは量子モトルと増感紙モトルから成る。 
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問題 43  粒子線治療で線量付与が最大となる反応または相互作用で正しいのはどれか。2

つ選べ。 

  a. 熱中性子線では体内での 14N(n, p)14C 反応 

  b. 速中性子線では体内での 16O(n, α)13C 反応 

  c. 陽子線では体内元素の原子核とのクーロン相互作用 

  d. 炭素線の体表近傍では体内元素の軌道電子とのクーロン相互作用 

  e. 炭素線の拡大ブラッグピーク終端部近傍では破砕によるフラグメントと体内元素

の軌道電子とのクーロン相互作用 

 

 

問題 44  治療計画で適切でないのはどれか。2つ選べ。 

  a. 胸椎の前後対向 2門照射で体厚中心をアイソセンタとした。 

  b. 前立腺癌に対する 3DCRT で PTV の中心に線量評価点を設定した。 

  c. 子宮頸癌の全骨盤中央遮蔽照射で中央遮蔽下に線量評価点を設定した。 

  d. ハーフビームでの乳房接線照射において線量評価点をアイソセンタとした。 

  e. 対向 2門照射でアイソセンタまでの距離が長いビームのウエイトを小さくした。 

 

 

問題 45  ICRU リファレンスポイントの条件でないのはどれか。2つ選べ。 

  a. 吸収線量が最大となる点 

  b. 体輪郭内の中心となる点 

  c. 線量勾配がゆるやかな点 

  d. PTV 内の線量を代表する点 

  e. 吸収線量が正確に計算できる点 

 

 

問題 46  深さに依存しないのはどれか。 

  a. PDD  

  b. TAR 

  c. TMR 

  d. 光子の kQ 

  e. 電子の kQ 
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Φ m-2 dN / da

ρ J m-2 kg-1 dE / (ρ dl)

μ m-1 dN / (N dl)
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問題 55  電子線の吸収線量測定で電離箱線量計に対する線質変換係数 kQを変化させる要

因はどれか。2つ選べ。 

  a. SSD 

  b. 照射野 

  c. 線量率 

  d. 水中深さ 

  e. エネルギー  

 

 

問題 56  光刺激ルミネセンス現象を利用した検出器はどれか。 

  a．TLD 

  b．アントラセン 

  c．チェレンコフ検出器 

  d．NaI(Tl)シンチレータ 

  e．イメージングプレート 

 

 

問題 57  放射線関連諸量を ICRU Report60 に従ってカテゴリーに分類した場合、互いに

カテゴリーが異なる量の組合せはどれか。 

  a. 吸収線量        照射線量 

  b. 阻止能         W 値 

  c. フルエンス       シーマ 

  d. 断面積         放射化学収率 

  e. 壊変定数        空気カーマ率定数 

 

 

問題 58  誤っている組合せはどれか。 

  a. ガラス線量計            ラジオフォトルミネセンス 

  b. 熱ルミネッセンス線量計       アニーリング 

  c. ゲルマニウム半導体検出器      電子正孔対 

  d. シンチレータ            光電子増倍管 

  e. 電離箱               電子なだれ 
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問題 62  1/4、1/4、1/2 の確率で生起する 3つの排反事象の平均情報量はどれか。 

  a. 0.25 

  b. 0.5 

  c. 1.0 

  d. 1.5 

  e. 3.0 

 

 

問題 63  生存分析で誤っているのはどれか。 

  a. 少数例ではカプランマイヤー法で生存率を計算する。 

  b. 症例が非常に多い場合、生命表法で生存率を計算する。 

  c. 追跡不明者が多い場合、累積生存率の信頼度が低下する。 

  d. 生命表法では追跡打ち切り例は有効生存者数に加算する。 

  e. 2 群の生存曲線の差の検定には一般化ウィルコクソン検定を用いる。 

 

 

問題 64  ROC(受信者動作特性) 解析の実験方法に使われるのはどれか。2つ選べ。 

  a. 連続確信度法 

  b. 評定確信度法 

  c. CD ダイアグラム法 

  d. ブートストラップ法 

  e. ハウレットチャート法 
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問題 65  図の関数 h(t)と f(t)をコンボルーションして得られる関数 g(t)はどれか。 
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問題 66  画像圧縮について誤っているのはどれか。 

  a. 符号割当においてハフマン符号が有効である。 

  b. 線形量子化は非線形量子化より圧縮率が高い。 

  c. 量子化レベル数を圧縮すると量子化ノイズが増大する。 

  d. 離散コサイン変換は画像を周波数成分に変換する変換符号化である。 

e. ウェーブレット変換は画像を周波数成分に変換する変換符号化である。 

 

 

問題 67  階調処理でないのはどれか。2つ選べ。 

  a. ガンマ変換 

  b. ボケマスク処理 

  c. サブトラクション処理 

  d. ヒストグラム平均化処理 

  e. ダイナミックレンジ圧縮処理 
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問題 72  医療法において誤っている組合せはどれか。 

  a. 診療用エックス線装置 X 線 CT 装置 

  b. 診療用放射線照射装置 ガンマナイフ 

  c. 診療用放射性同位元素 125I シード 

  d. 診療用高エネルギー放射線発生装置 リニアック 

  e. 放射性同位元素装備診療機器       ガスクロマトグラフ用エレクト 

  ロン・キャプチャ・ディテクタ 

 

 

問題 73  あらかじめ届出が必要なのはどれか。2つ選べ。 

  a. 乳房撮影装置 

  b. 診療用 X線装置 

  c. 診療用 X線 CT 装置 

  d. 診療用放射性同位元素 

  e. 診療用高エネルギー放射線発生装置 

 

 

問題 74  医療法施行規則における診療用粒子線照射装置に関する記述で誤っているのは

どれか。 

  a. 診療用粒子線照射装置とは診療の用に供する陽子線又は重イオン線を照射する装

置を指す。 

  b. 届出事項は診療用高エネルギー放射線発生装置と同じである。 

  c. 粒子線の照射部だけではなく発生装置本体を設置する部分も診療用粒子線照射装

置使用室に含まれる。 

  d. 照射管容器は利用線錘以外の線量が利用線錘の 1/1000 以下になるよう遮蔽する。 

  e. 放射線照射時にその旨を自動的に表示する装置を付する。 

 

 

問題 75  放射性廃棄物処理で誤っているのはどれか。2つ選べ。 

  a. 固体廃棄物を集荷まで保管廃棄室で一時保管した。 

  b. 有機廃液を法令にかなった焼却炉で焼却した。 

  c. 濃度が法令以下であることを確認して液体廃棄物を下水に廃棄した。 

  d. 放射性医薬品投与に利用した注射針をビニール袋に入れて処理した。 

  e. 放射性気体である 133Xe の処理に高性能（HEPA）フィルタを使用した。 
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問題 76  放射線診療従事者の線量限度で誤っているのはどれか。 

  a. 実効線量は 1年間につき 20 mSv である。 

  b. 緊急作業に係る皮膚の等価線量は 1 Sv である。 

  c. 眼の水晶体の等価線量は 1年間で 150 mSv である。 

  d. 妊娠可能な女子の実効線量は 3月間につき 5 mSv である。 

  e. 妊娠中である女子の腹部表面についての等価線量は出産までに 2 mSv である。 

 

 

問題 77  放射性医薬品を投与された患者の退出について正しいのはどれか。2つ選べ。 

  a. 185 MBq の 89Sr を投与された患者は放射線治療病室に入院させなければならない。 

  b. 550 MBq の 131I を投与されたバセドウ病患者は放射線治療病室に入院させなければ

ならない。 

  c. 退出基準は放射線業務従事者の線量限度である 5 年間に 100 mSv を基準として定

められた。 

  d. 89Sr を投与された患者に対しては線量率の測定による退出基準はない。 

  e. 131I 治療を受けた甲状腺癌患者は体表面から 1 m の距離での 1 cm 線量当量率が 1 

時間あたり 300 Sv を超えなくなったときに退出できる。 

 

 

問題 78  緊急時等に関する記述で誤っているのはどれか。 

  a. 放射線障害防止法では地震、火災その他の災害が起こったことにより放射線障害

のおそれがある場合又は放射線障害が発生した場合、事態を発見した者は直ちに

その旨を警察官又は海上保安官に通報しなければならない。 

  b. 放射線障害防止法では所持する放射性同位元素について盗取、所在不明その他の

事故が生じたときには遅滞なく、その旨を警察官又は海上保安官に届け出なけれ

ばならない。 

  c. 医療法施行規則では地震、火災その他の災害又は盗難、紛失その他の事故により

放射線障害が発生し、又は発生するおそれがある場合は、ただちにその旨を病院

又は診療所の所在地を管轄する保健所、警察署、消防署その他関係機関に通報し

なければならない。 

  d. 電離放射線障害防止規則では事故が発生したときには速やかに、その旨を都道府

県知事に報告しなければならない。 

  e. 人事院規則では職員が実効線量限度又は等価線量限度を超えて被ばくした場合、

各省各庁の長は速やかにその旨を人事院に報告しなければならない。 
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問題 79  管理区域に立ち入る者及び取扱い等の業務に従事する者に実施する教育訓練の

項目で誤っているのはどれか。 

  a. 放射線量等の測定 

  b. 放射線障害予防規程  

  c. 放射線の人体に与える影響 

  d. 放射性同位元素又は放射線発生装置の安全取扱い 

  e. 放射性同位元素及び放射線発生装置による放射線障害の防止に関する法令 

 

 

問題 80  健康診断に関する記述で誤っているのはどれか。 

  a. 放射線障害防止法では放射線業務従事者（一時的に管理区域に立ち入るものを除

く）に対し初めて管理区域に立ち入る前とその後は 1年を超えない期間毎に行う。 

  b. 放射線障害防止法では問診の対象に 1 MeV 未満のエネルギーを有する電子線及び

エックス線による被ばく歴は含まれない。 

  c. 放射線障害防止法では眼の検査又は検診は医師が必要と認める場合に限り対象と

する。   

  d. 電離放射線障害防止規則では放射線業務に常時従事する労働者で管理区域に立ち

入るものに対し、雇入れ又は当該業務に配置換えの際及びその後 6 月以内毎に 1

回定期に行う。 

  e. 電離放射線障害防止規則では被ばく歴の有無、自覚症状の有無の調査及びその評

価の対象に 1 MeV 未満のエネルギーを有する電子線及びエックス線による被ばく

も含まれる。 
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